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１　5月メッセージ主要単語
☆1週(5月1日- 5月8日)→ 祈り(喜び、寛容、感謝、考え)、神様の主権的祝福、今日(最高の日)、契約の土台と10の信仰の土台、福音関連聖書箇所14個、土台(契約、信仰、祝福の土台)、伝道者の決断
☆2週(5月9日- 5月15日)→ 契約(出エジプト-出3:18、荒野-三つの祭り/契約の箱/今日を最高に、カナンの契約-幕屋中心、未来の働き)、いやし(私、教会)、小さいこと成功、一つずつ成功、いやし(肉体‐正常な生活と運動、考えと心-みことば、霊魂-深い祈り)
☆3週(5月16日- 5月22日)→ 3つのいやし(考えの中にみことば、心の中にみことば、たましいの中にみことば)、よろしく(いやし、答え、力)、伝道運動全体理解(15種類)、牧会者夫人の必須の働き、超エリート、夫婦フォーラム、福音エリートにしなければならない7つのこと(神様体験、偉人/指導者読書、成人式/勉強方法、経済、会堂/社会、人間関係、政治/夢)
☆4週(5月23日- 5月31日)→ いやし(更新-信仰、礼拝、答えに対する更新)、ともに(インマヌエル-問題の中で、人の中で、伝道/宣教の中で、未来と時代を見通して大きい戦い)、私の会見の天幕を見つけ出しなさい、伝道運動の全体15種類(近くあること、ともにしなければならない人々、全体の内容、必須の使命)、伝道と専門性,、いやし(捨てること、みことばと祈りに集中、未来の準備)、伝道者の書、総会神学校(特別伝道団、学者チーム、海外チーム)、レムナントは3つを生活化(祈りと伝道、祈りと勉強、祈りと運動)、個人化、レムナントの3つの契約(どんな現場、どんな人、どんな専門の現場と仕事の中でも生き残って生かす)

２　週間メッセージの流れ
☆1週(5月1日- 5月8日)→ 祈り(喜び、寛容、感謝、考え)、神様の主権的祝福、今日(最高の日)、契約の土台と10の信仰の土台、福音関連聖書箇所14個、土台(契約、信仰、祝福の土台)、伝道者の決断
(1) 5月1日(産業宣教)→ 助ける人になりなさい(ローマ16:1-2)
①伝道者を見て、RUTCを見て、教会を見て、私のいのちをかけて献身しなければならない!と握らなければならない。

②福音を持った者の色-Iテサロニケ1:3(信仰、希望、愛)、Iテサロニケ1:5(力、聖霊、確信)、ローマ16:1-2(助ける人)
③互いに助ける人になりなさい-疎通(Iコリント16:18-19)、理解(コロサイ4:7)、譲歩(ガラテヤ2:20)、協力(ローマ16:17-20)、福音化運動(ローマ16:25-27)
④結論-聖霊の導きを受けるとこのような道に行くようになる(定刻祈り、常時祈り、仕事を置いて祈り)
(2) 5月1日(伝道学校講師団)→ レムナントは生活から祝福を受けなければなりません(ピリピ4:4-7)
①今日を最高に作りなさい-時間管理+大きい困難を楽しみ/祝福に作りなさい+祈りを通して、力を得なさい(ピリピ4:4-7、喜び、寛容、感謝、考え)
②今日を最高で作ればかならず神様の時刻表はくるようになっている。

(3) 5月1日(核心訓練)→ どんな事件も伝道者に勝つことができません(使徒18:5-17)
①伝道者が思い煩い、動機、自己中心、人間主義を捨てれば-みことば成就+祈り成就+私がした言葉が成就する。

②伝道は神様の主権の中にあって、伝道者は神様の主権的祝福の中にある(マルコ3:13-15)。神様は伝道者を完全に主権的次元で保護される。伝道することはだれも防止できない。

③今日も伝道者の祝福を味わいなさい(ピリピ4:4-7、使徒1:8、11、使徒13:48)
(4) 5月1日(地域)→ 一つになれば何でもできます(ピリピ4:13)
①福音の中にあれば何でもできます。福音のなかで一つになれば勝利できます。

②結果は必ずくるようになります(個人- 100年の答えで、教会-一世紀の答えで、団体-一時代の答えで戻る)
(5) 5月2日(聖日1部)→ 待つことができない人々と待つ人々(出32:1-14)
▲今日の3つを見つけ出そう
①神様は確かに計画を持っておられる(ヨハネ9:3、ピリピ1:6)
②正常な方法で荒野の祝福を回復しなさい(血の契約、三つの祭り、契約の箱、幕屋中心)
③未来に対する明らかな約束がある(ヨシュア3:1-13、ヨシュア10:10-14、ヨシュア14:6-15)
④それで希望を持って味わいながら神様の力の中で待ちましょう。

(6) 5月2日(聖日2部)→ ヘルメスによろしく(ローマ16:14)
▲ローマ16章の人々→ 土台を見つけ出した人々だ。

①契約の土台(創造、予定、摂理、経綸、定め)
②10の信仰の土台(神様、イエス・キリスト、聖霊、みことば、教会、宣教地、生死と災いと幸い、時限付き人生、来世、伝道者の報い)
③祝福の土台(タラッパン、ミッションホーム、地教会→ 神の国)
(7) 5月2日(伝道企画チーム)→ みことば
①教会信徒がだめな理由-規律をそろえて福音の中に入らなければならない。

②信仰生活をどのようにすべきか。-神の国
③多くの人を助ける地教会の鍵-祈りから+みことばが迫ってくる+客観的な答えがくる。この三つを伝達するのだ。

▲神様が私にくださるメッセージが何か。これを握りなさい。
(8) 5月6日(ペルー伝道集会)
①1講-一つ分かること(マタイ16:13-20)
▲問題-創世記3章、原罪とサタン
▲答え-マタイ16:16、出3:18、イザヤ7:14
▲私はだれか-身分(神様の子ども)、権威、確信
▲結論-みことばを通して、一生の証拠、毎日の証拠、問題がくればより大きい証拠を握りなさい。

②2講-力(神様が与えられる力を得なさい-祈りの実践)
▲祈りが実践にできなければならない2つ-希望と確信(私がこのようにしなければならないという希望とこの希望が神様の計画と合えればみわざが始まる)
▲福音関連聖書箇所14個を持って一生の答え受ける祈りの課題を見つけ出しなさい-創世記1:27、創世記3:1-5、ヨハネ8:44、出20:3-5、マタイ11:28、使徒8:4-8、ルカ16:19-31、マタイ27:25、ローマ5:8、ヨハネ5:24、ヨハネ1:2、ローマ10:9-10、箴言27:1、Iコリント3:16
▲生活を持って祈り始めれば100年の答えがき始める-定刻祈り(力)、礼拝祈り(みことば)、現場(常時祈り)、事件と仕事(これを置いて祈り)

▲行く所ごとに神の国が臨むように祈る時、時代的な答えがくる(答えの座、成功の座、勝利の座)
▲結論-この時から過去は土台として迫ってきて、現在に起きるすべてのことの中に神様の計画を見るようになって、私の未来に対する神様の祝福と祈りの課題が出てくるようになる。

③3講-証人(使徒1:8)
▲力を得ようとするなら-定刻祈り、礼拝の時に祈りながら、みことばを握って、現場に行った時、心の底からいつでも祈って、仕事をしながら祈りなさい→ そうすれば、今日のみことば、今日の祈り、今日の伝道が見えるようになり、私の人生が変わり、世の中に伝えられ、タラントが生き返って、経済の祝福が起きる。神様がくださる答えが続く。

▲この答えを受ければ聖霊の満たしが何か知るようになる(使徒1:1-8神の国、使徒2:1-47、使徒3:1-12)
▲注意しなければならないこと-小さな試みは過程で、大きい試みは未来を見ろということで、失敗は新しく始めろということだ。

▲結論-こうすれば伝道がなるようになり始める。ペルーを生かすために多くの地教会をたてて、福祉、文化をするために伝道運動を行いなさい。ペルーにRUTCが起きるように祈り運動をしなさい。この祝福を味わうならば、神様が絶対的に準備された弟子を付けられる。

(9) 5月8日(産業宣教)→ 神様のみこころを見つける産業人重職者(ローマ16:17-20)
▲私たちの土台-契約の土台、信仰の土台、祝福の土台

①神様のみこころを見つける基本-祈りから、みことば成就を見つけて、答えについて行け。

②神様のみこころを見つける3つの通路-人、事、問題
③神様のみこころを見つけた産業人は誰も防止できない。

(10) 5月8日(伝道学校)→ 今日を見なければならないレムナント(Ⅱテモテ2:1)
①レムナントを包んでいる文化-芸能人、世の中の音楽、ゲーム、淫乱
②思想-極右、全教組(既得権に対する反対)、労使、デモ文化、市民団体の活動(進歩と保守)
③レムナント-証人(Ⅱテモテ2:1-2)、兵士/選手/農夫(Ⅱテモテ2:3-6)、あらゆることに知恵(Ⅱテモテ2:7)
④毎日毎日3つ-メッセージ聞くこと、祈り(10分、確信)、運動
(11) 5月8日(核心訓練)→ 伝道者の決断(使徒18:18-23)
①完全な福音-キリスト、神の国、聖霊の満たし

②完全な土台-契約の土台、信仰の土台、祝福の土台

③3つのいやしの約束-過去(土台)、今日(最高)、未来(確信)
④大きい答えをもたらす決断-福音の決断、伝道のための決断、弟子をたてるための決断
⑤伝道者の決断-レムナントとRUTC、重職者と地教会、OMC
☆2週(5月9日- 5月15日)→ 契約(出エジプト-出3:18、荒野-三つの祭り/契約の箱/今日を最高に、カナンの契約-幕屋中心、未来の働き)、いやし(私、教会)、小さいこと成功、一つずつ成功、いやし(肉体‐正常な生活と運動、考えと心-みことば、霊魂-深い祈り)
(1) 5月9日(聖日1部)→ 出エジプトの奥義(出3:14-18)
①出エジプトの契約を握りなさい-血のささげ物(キリスト)
②荒野の契約を握りなさい-三つの祭り、契約の箱、今日を最高に(3つの今日)
③カナンの契約を握りなさい-幕屋中心(現場征服)、私の生活を未来の働きに合わせなさい(RUTC、OMC、福祉伝道、未自立教会時代)
(2) 5月9日(聖日2部)→ レムナントが持っていたこと(使徒20:24)
①真の問題(創世記3:1-6、ローマ3:23、ヨハネ8:44)、本当に私のこと(神様計画、キリスト)
②福音の根-創世記3:15、出3:18、イザヤ7:14、マタイ16:16
③みことばの根-使徒20:24、マタイ13:19-20 (良い畑)
④時刻表-答え(使徒1:1,3,8-伝道の門)、地域(国)、出会い(弟子)
(3) 5月10日(シカゴ伝道集会)
①1講:私をいやし、私を生かすべき(ヨハネ20:21-23)
②2講:教会のいやし

(4) 5月11日(北アメリカ産業人大会)
①1講:福音産業人宣教師
②2講:福音文化産業人宣教師(使徒1:1-8)
(5) 5月15日(産業宣教)→ 小さいことを成功させる重職者(ピリピ4:13)
①私たちが一番だめなのが性格と体質-真の福音と聖霊の満たしで変えられる。

②神様はすでに全てのものを準備しておかれた-神様の主権(創世記1:1-13創造、エペソ1:3-5予定、ガラテヤ3:14摂理、エペソ3:2経綸、使徒13:48定め)
③小さいことために大きいことをのがすようになる-人間関係(ガラテヤ2:20)、仕事(ピリピ3:1-20)、試み(Iコリント2:1-12)、問題(ピリピ1:12-14)、お金(使徒5:1-11)
④聖書のすべての成功者は小さいことために大きいことを成し遂げた-レムナント7人、パウロ(ピリピ4:13)、ペテロ(Iペテロ2:9)
(6) 5月15日(伝道学校講師団)→ 一つずつ成功させよう(エペソ5:15-18)　

①小さい規律だけ持っても大きいことは始まる-余裕、空いている時間、夜の時間、遊ぶ時間を活用
②歳月を惜しみなさい-知恵ある者のように、時が悪い、神様のみこころを理解、聖霊に満たされなさい。

③時間を成功させなさい-今日、空いている時間、友人と人の出会い、遊ぶ時間を最高に作りなさい。

④レムナントが持たなければならない五つの規律-運動と健康、考えと計画、深い祈り、勉強する祈り、現場の祈り
(7) 5月15日(核心訓練)→ 伝道者アポロ(使徒18:24-28)
①霊的問題→ うつ病→ 病気→ 無気力(失敗)

▲いやすことができる答えを見つけなければならない。肉体(正常な生活と運動)、考えと心(脳-松果体、傷を捨ててみことばを入れなければならない)、たましい(深い祈り)
②この時からすべての問題を祝福で見られる-レムナント7人、初代教会、パウロ(ピリピ4:4-7喜び、寛容、感謝、平安)
③神様の方法-定刻祈り(力)+講壇のみことば+事件とできごと(答え)+現場(神様の働き)、今日のみことば+伝道+祈り、人生(人生、世の中、タラント、経済)、ずっと聖霊に満たされる働き、関係の中でも神様の働き

(8) 5月15日(地域)→ 重職者の考え(ピリピ4:7)
①重職者の考えは-家庭、現場、自分の未来を左右する。

②今日、私たちの考えを変えることが最も重要で、さらに重要なのは祈りの中で聖霊の力で変えれば、全てのことに勝利することができる。
☆3週(5月16日- 5月22日)→ 3つのいやし(考えの中にみことば、心の中にみことば、たましいの中にみことば)、よろしく(いやし、答え、力)、伝道運動全体理解(15種類)、牧会者夫人の必須の働き、超エリート、夫婦フォーラム、福音エリートにしなければならない7つのこと(神様体験、偉人/指導者読書、成人式/勉強方法、経済、会堂/社会、人間関係、政治/夢)
(1) 5月16日(聖日1部)→ シナイ山から離れなさい(出33:1-6)
▲とうてい理解できないことを(金の子牛事件)行ったイスラエルの民に神様は生きる道を開いてくださった。

①シナイ山から離れなさい-エジプトの方法で生きてきたすべての失敗、偶像崇拝して悪霊に仕えたこと、律法、神秘から離れなさい。心配、呪い、みな捨てなさい。

②アブラハム、イサク、ヤコブに誓った土地に行きなさい-神様の契約(約束)、希望の土地、メシヤを送る祝福の地に行きなさい。

③持っていた装身具をみな捨てなさい-再びあなたを滅ぼすような暗やみが入る原因を抜いてしまいなさい。過去を捨てて新しいものを入力、失敗の根本原因をみな捨てなさい。

④結論-3つの大きいいやし(考えの中にみことば、心の中にみことば、たましいの中にみことばが臨むようにしなさい。この時、神様の働き、奇跡が起こる)
(2) 5月16日(聖日2部)→ パトロバによろしく(ローマ16:14)
▲パウロが何の理由でよろしくと言ったのか。

①いやし-福音の中に(使徒1:1)、レムナント7人が持った考え(使徒1:3)、霊的な力を得る時間を見つけ出しなさい(使徒1:8)
②答え-この時、必ず時刻表がきて、祝福の事件が起きて、唯一性の答えがくるようになる。

③力-レムナント7人、ローマ16章の人が受けた力が現れる(未来が見えて、いよいよ世の中のいやし、時代がいやされ始める)
④結論-本当に答えを受ければどうなるのか(すべての教会員の個人祈りの課題を確認しなさい。個人に与えられるみことばを与えなさい。最も祝福される伝道方向をひとりひとりが分かるようにさせなさい)
(3) 5月18日(牧会者夫人修練会)→
▲1講:伝道運動の全体理解(15種類)
①私に近くあること(4)-人生、祈り、みことば、システム
②ともにすること(5)-職分者/重職者(祝福)、一般信徒(現場)、新しい家族(使命者)、専門家/エリート(福音のお手伝い)、レムナント
③鍵(3)-いやし、答え、力
④必須(3)-個人の祈りの課題、個人伝道方向、キャンプ
⑤牧会者夫人は、上の15種類を握って祈りの母になれ。

▲2講:牧会者夫人の必須の働き(使徒2:1-4)
①100%信仰(100%神様に任せなさい)-生活(家庭)と教会、神様に任せなさい。神様の時刻表は確かにある。難しいほど、神様の方法を使いながら今日を最高に作りなさい(今日のみことば、祈り、伝道)
②いやし-鍵(key)は24時だ(運動祈り、スケジュール置いて祈り、深い祈り、人/仕事を置いて祈り、現場祈り、講壇のみことば握って祈り、常時祈り)
③キャンプ-重職者(伝道企画キャンプ)、弟子キャンプ、現場キャンプ
④私が1人を育てても正しい弟子を育てなさい!

(4) 5月21日(胎嬰児両親修練会)→
▲1講:一度だけである私の機会(詩127:1,3)
①超エリートに作れ-霊的問題理解、キリスト(結論)、コロサイ2:2-3、実際に祈り、実際にみことばを握るようにしなさい(創世記3:15、出3:18、イザヤ7:14、マタイ16:16契約を握って定刻祈り、常時祈りすれば、ある日時刻表がくる。ある日事件が起きながら、唯一性の答えがくる)
②夫婦フォーラムを始めなさい-夫婦に与えられた祝福を見つけ出しなさい(創世記1:27、創世記2:18、創世記2:24、エペソ5:22、エペソ5:25)
③子どもは主の賜物(詩127:3)-礼拝、祈りの答え、伝道実体験、事件説明、本をよく整理して話しなさい。

④私たちは最高のレムナントを持っています。皆さんの子どもは最高を持っています。

▲2講:時代を越える福音エリート(必ずしなければならない7つのこと)
①先祖の神様を体験するようにしなさい-証し集、聖書にある神様の働き、家庭の働き
②偉人、人物、指導者に対する話をたくさん読んでやりなさい。

③成人式-子どもに勉強方法を教えて、両親と一緒にいろいろなことを体験するようにさせながら、タラントを発見するようにしてやりなさい(13歳までに終わらせなければならない)
④経済-幼い時から正確に貯金して通帳を持つようにしなさい(成人式の時は未来に対する通帳を持っていなければならない)
⑤会堂-社会を教えてやらなければならない(あいさつ、マナー、エリートグループに入るようにさせてやりなさい)
⑥人間関係-指導者、教役者の心の中になければならない。そして、問題の人を祝福の人でできるようにしなさい。

⑦政治-思想を注意して、幼い時から正しい政治家の話も、夢を見るようにしてやらなければならない。

⑧結論-皆さんのキャラクターを少しだけ変えなさい(余裕、本、子どもたちとともに)、RUTC、今、私が子どもと一緒にすべき部分を見つけて帰りなさい。
(5) 5月22日(地域)→ 教会の仕事を通して答えを受けなければなりません(マルコ10:29-30)
①神様の働きの中には100年の答えが入っています(創世記26;12、マルコ10:29-30、マタイ10:42、Iコリント15:58)
②RUTCの中には時代の答えが入っています(申6:4-9、Ｉサムエル3:19、Ⅱ列王6:8-24、イザヤ6:13、イザヤ7:14、イザヤ60:1-22、使徒17:1、使徒18:4、使徒19:8)
③このことのためにOnenessになる時ごとに奇跡が起こりました(出3:16-18、ヨシュア3:1-13、ヨシュア6:1-20、使徒2:1-2、使徒12:1-25)
☆4週(5月23日- 5月31日)→ いやし(更新-信仰、礼拝、答えに対する更新)、ともに(インマヌエル-問題の中で、人の中で、伝道/宣教の中で、未来と時代を見通して大きい戦い)、私の会見の天幕を見つけ出しなさい、伝道運動の全体15種類(近くあること、ともにしなければならない人々、全体の内容、必須の使命)、伝道と専門性,、いやし(捨てること、みことばと祈りに集中、未来の準備)、伝道者の書、総会神学校(特別伝道団、学者チーム、海外チーム)、レムナントは3つを生活化(祈りと伝道、祈りと勉強、祈りと運動)、個人化、レムナントの3つの契約(どんな現場、どんな人、どんな専門の現場と仕事の中でも生き残って生かす)

(1) 5月23日(聖日1部)→ 新しいいやしのための会見の天幕(出33:7-11)
▲会見の天幕を別に作りなさいという言葉は、神様の大きい祝福が来ているから更新をしろということだ。

①信仰の更新→ 神様の人は全てのものを祝福に作れ。

②礼拝の更新→ 現場で礼拝の祝福(力)を持って行け。

③答えに対する更新→ 神様の前で祈りを正しくしなさい。

④一週間、私の会見の天幕を作って神様の重要な祝福を毎日味わいなさい。

(2) 5月23日(聖日2部)→ ヘルマスと彼らと一いっしょにいる兄弟たち(ローマ16:14)
▲ともに(インマヌエル)の祝福を持っていれば3つが出てくる。

①問題の中で-神様がともにおられる祝福を見るようになる。

②人の中で-神様がともにおられる祝福を味わうようになる。　
③伝道、宣教の中に-ともにおられる神様の奥義を味わうようになる。

④インマヌエルを味わっていれば、将来、未来が見えて、時代を見通して大きい戦いを始めるようになる(使徒2:17)
⑤苦しめられる人は私の会見の天幕を見つけなさい-最も正常な方法で深い祈りの中に入れ(ピリピ4:6-7)
(3) 5月23日(伝道企画チーム)→ 伝道運動の全体15種類
①近くにあること-私の人生が伝道と連結、祈りが伝道と連結、私が握ったみことばが伝道と連結、システム(私の所属と現場)で伝道の祝福を味わいなさい。

②ともにしなければならない人々-一般信徒(みことば成就の体験)、重職者(教会の答えを味わうこと)、新しい家族(使命者)、専門家/エリート(福音の価値を知って専門性が伝道の門になるように)、レムナント(未来の大きい伝道の畑)

③全体の内容-いやし、答え、力
④必須の使命-個人の祈りの課題、個人伝道方向、キャンプ
(4) 5月25日(専門宣教局の集い)→ 伝道と専門性(使徒1:1)
①世の中-専門性が至急だ。

②専門性を持たなければならない根本的な理由を捜し出しなさい-個人専門性、伝道専門性、みことば運動専門性
③どんな方法で専門性を持つのか-芸能/技能、福祉/文化、健康
④どんな方式でするのか-教会の中に霊的問題がある人、肉的な病気にかかった人、現場に備えられた弟子に正確なみことばを伝えなさい。

(5) 5月25日(伝道弟子)→ 伝道弟子の基本(使徒1:1-8)
①24時伝道だけ考え-マタイ6:33、マルコ10:29-30、Iコリント15:58、マタイ10:42
②24時祈り開始-キリスト、神の国、聖霊の満たし

③24時結論(時刻表)-ただイエス、ただ聖霊、ただ伝道の証人
④この時くること-使徒1:12-14力、使徒2:1働き、使徒2:17未来
⑤私の考え、人間関係、未来にだまされてはならない
(6) 5月25日(70人)→ 重職者の理由(マルコ3:13-15)
①マルコ3:14、ともに(生存)-重職者は無条件メッセージのがしてはならない(核心メッセージ、訓練、講壇メッセージ、現場メッセージ、今日のみことば)
②マルコ3:14、伝道-信徒、現場の未信者、レムナントと次世代
③マルコ3:15、悪霊を追い出す権威(未信者状態、文化状態)-神様が勝てる権威を与えられた。

(7) 5月25日(ミッションホーム)→ ミッションホームの働き-いやし(Ⅲヨハネ1:2)
①捨てること-傷/恨み/否定的、環境、私の考え
②みことばと祈りに集中するようにさせなさい-使徒1:12-14、使徒4:29-31、使徒8:4-8、使徒16:16-18、使徒16:19-31、使徒17:1、使徒19:8
③未来準備を教えなさい-順序(Ⅲヨハネ1:2)、ローマ16:23(出会い-友人が重要)、すべての出会いを通して神様の祝福を発見
(8) 5月25日(学院福音化)→ 伝道者の書
①1課:レムナントは機会をのがしてはならない-この時、最も重要なことを刻印させろ(神様、読書、成人式/勉強、経済、会堂/社会、人間関係、政治)
②2課:レムナントは答えと祝福を正しく保管できなければならない(神様の子どもの祝福)
③3課:レムナントは人間の最も重要な本分を分からなければならない(伝9:1、神様を恐れること)
④4課:レムナントの時に必ずしなければならないことがある(固く打ちつけられた釘のように、みことばを握って創造者を覚えなさい)
(9) 5月26日(総会神学校特講)→ ホセア(ホセア1:1)
①毎日、目を開くやいなや-偉大な祈り、偉大な計画、偉大な成功を思って祈りなさい。

②神様が総会神学校にくださった計画-特別伝道団、学者チーム、海外チーム
③福音、伝道、祈りの中で幸せを味わいなさい。皆さんが経験したすべてのことはメッセージだ。大切だと思いなさい。

(10) 5月29日(産業宣教)→ 神様の御声を聞く初代教会重職者(ローマ16:17-20)
①産業宣教の集いに-ビジョンある産業人、未来あるレムナントを呼び入れて、神様の前で裏面契約を発見することができるようにしてあげなさい。

②心の目、霊の目で神様を見て、その御声を聞ける(マタイ5:8)。この時、暗やみが崩れる。

③新しい開始-伝道専門訓練(一つの訓練ではなくて、私たちが必ずすべきな重要なこと、至急なことを見つけ出すのだ)
(11) 5月29日(伝道学校講師団)→ 祈りと運動(Ⅲヨハネ1:2)
①祈りの中には霊的なこと、精神(考え)、肉的なものがすべて入っている。これが均衡を成し遂げなければならない。

②レムナントは余裕を持たなければならない-祈りと朝の時間、祈りと運動、祈りと一日のスケジュール
③全てのものが祈りの中で始まらなければならない。

④レムナントは無条件に3つを生活化しなさい-祈りと伝道、祈りと勉強、祈りと運動

(12) 5月29日(核心訓練)→ 聖霊は実際に働いておられます(使徒19:1-7)
①伝道専門訓練は新しい開始-個人化(みことば成就、祈り、伝道)、いやし(均衡)、キャンプ(キャンプ以前-弟子個人化、システム、キャンプD-day)
②これを知らなければ策略にだまされて、勘違いして無能になる。

③聖霊に満たしを与えると約束された。それで、聖霊の導きを受ければ客観性、人を理解、神様の計画を発見するようになる。聖霊に満たされれば、健康、考え、いやし、現場のいやし、時代がいやされるようになる。
(13) 5月29日(地域)→ 神様の人は一つになれます(使徒1:8)
①神様の人は神様の導きを受けて、神様の答えを受けて、神様の力を持っているから一つになれます。

(14) 5月30日(聖日1部)→ 神様の臨在(出33:12-23)
▲モーセが受けた祈りの答えの祝福をどのように受けて味わうのだろうか

①救いの奥義を先に回復しなさい(人間の根本)
②神様のみことばを握りなさい。

③祈り-「私に主を分かるようにさせてください!」
(15) 5月30日(聖日2部)→ すべての信徒によろしく(ローマ16:15-16)
①すべての信徒ひとりひとりが祈りの答えを受けるように手助けしなさい。それが教会、教役者がすることだ。それを個人化と言う→ 契約(創世記3:15)を握って現場の暗やみの勢力を見ながら祈り

②ただイエスということは、全てのものをみな生かすのだ- 15種類をひと目で見よう
▲生活(今日のみことば、今日の祈り、今日の伝道、4種類の答え-人生/世の中/専門性/学業)、共に(重職者、一般信徒、レムナント、新しい家族、エリート)、至急な問題(いやし、答え、力)、必須の使命(祈りの課題、方向、キャンプ)
③時刻表になれば必ず実が起きる(現場に弟子が起きたら、必ず個人化させなさい)
④レムナントは-どんな現場でも生き残る。どんな人でも生かす。どんな専門現場でも行って、どんな事でも生かす。

(The end)
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